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牛用駆虫薬が牛糞分解に関与する昆虫類の発育に及ぼす影響
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1.は じ め に

放牧牛等における内・外部寄生虫の薬剤投与による駆除は

牛の増体等の点から有用であることが指摘され、今後その

普及がさらに進むことが予想される。その駆虫業のうち現

在最も普及しているイベルメクチン系製剤では、その投与

後に有効成分の大部分力潮艶 に排泄されるため、糞分解

に関わる昆虫の生育に影響が及ぶ可能性が考えられるが、

我が国ではそれに関する研究はこれまで全く行われていな

い。本発表では、薬剤投与した放牧牛の排糞内の薬剤濃度

消長、薬剤試験法の険討及び在来糞虫のオオフタホシマグ

ソコガネにおける産卵や幼虫発育への影響を報告する。

2.試 験 方 法

(1)排糞中の薬剤濃疲の消長

東北農研 皓手県盛岡つ 内の草地に放牧されている日

本短角種 5頭にイベルメクチン製剤をポアオン法で所定

量 体蜃藁kg当たリイ ψ́レメクチンで 50μ g)投与し、

その後、1、 3、 7、 14、 21、 28、 35日 目にこれらの牛の

放牧されている草地から新鮮糞を約 10kg採集し、よく撹

拌した後、-20℃で分析時まで凍結保存した。同時に対

照区として薬剤投与されていない牛の放牧地からも同様

に糞を採取し保存した。糞中のイベルメクチンの定量は、

Payneら 'の方法に準じ、高速液体ク
ロマトグラフイー

によって行つた。

(2)導入糞虫を用いた課剤試験法の検討

海外導入種リセ′′
"′
力勁 OS gazθ′/a の成熟虫 2対

を黒ボク土を4リ ットル詰めた 5リ ットル容量の容器に

放し、ポアオン投与後所定時期に採取した葉剤投与糞と

無投与の対照糞 150gを 2回与え、10日後に土中に埋め

込まれた育児塊内の卵と幼虫の個体数及びそれらの生死

を調べた。生存卵および生存幼虫を含む育児塊を土中に

埋め戻し、その30日後のすべての個体が羽 ヒした時に、

羽 ヒ率を調べた。試験設定温度は30℃、16時間明、8時

間暗条件とした。卵数試験の繰り返しは各採取糞ともに

5回、羽化軸 の

"は
、41164個膵であつた。

(3)在来糞虫の発育への影響

在来糞虫のオオフタホシマグソコガネ ル
"′
′お

θ′eg銀
`θ

について、試験設定温度を20℃とする他は上記

の導入種と同じ方法で試験し、産卵数や生存卵の 1カ月

後の発育及び生存率を調べた。産卵試験l■l■り返しが 5

回、生存謝劃固体数はそれぞれ48個体とした。供試虫は

9月末に野外より採取した成熟虫を用いた。

3 試 験 結 果 及 び 考 察

(1)牛糞のイベルメクチン濃度はポアオン投与 1日後には

0 064ppm、 3日後には0 167ppmと 高いピークをもった後、

7日後には急激に減少し0 040ppm、 14日後には0 008ppm、

21日後に0003p即 と低減していき、28日後には0 002ppm

以下となった (図 1)。 イベルメクチンの濃度が 1～ 3日

日に高い濃度を示した点では、SOmmer et al力 らの結果

とほぼ同様であつた。糞へ排泄されるイ～
レメクチン濃度

の消長と糞分解者のイベルメクチンに対する感受性が室

内試験等で解明されれ,よ ボアオン投与後いつまで影響を

受けるかの予測につながることが考えられる。

(2)'″Zθ″′の1対当たり産卵数|よ 薬剤投与区と対照区

で共に約 20～40であり、有意な差は無かつた (図 2)。

羽化は薬剤投与 7日後までの糞を与えた場合には全く見

られなかつた。発育阻害効果は その後弱まり14日後に

は羽 ヒが見られ、28日後には対照区とほぼ同様な羽 ヒ率

を示した (図 3)。 このように糞虫の産卵数や幼虫の発育

に対する薬剤濃度による影響の有無が明確に認められ、地

下に育児塊を作りその中に産卵するタイプの糞虫にお
い

ては、本試験方法を基準として飼育最適温度などを考慮す

れば糞虫の薬剤試験に適用できると考えられた。

(3)上述の試験方法に準じて試験温度を変えて行つたオオフ

タホシマグソコガネの試験では、薬剤投与力渡卵数に与え

る影響は見られず (図 4)、 薬剤投与 1、 3日後の糞を餌

にした幼虫はすべて死亡したカミ 7日後からの糞を餌とし

た幼虫では死亡率は 20%以下と低く、薬剤による発育阻

害効果は見られなかつた (図 5)。 オオフタホシマグソ
コ

ガネの幼虫発育へのイベルメクチン剤の影響は、リ
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″zθ′ル よりずっとガヽさかった原因としては、駆虫薬に
対する薬剤感受性の差異の他、幼虫の摂食生態の違い'が

もたらす生割興境下の薬剤濃度の差異力■えられる。

4ま と め
イベルメクチン製剤をポアオン法で投与した中の牛糞

中イ
～
レメクチン濃度は、3日 日にピークとなった後

徐々に減少し28日 目には0 002ppal以下となった。導入

した食糞性コガネムシ,♂zθ″′の羽化は薬剤投与 14日

後までは薬剤による阻害効果を強く受けたが、28日後に

は対照区とほぼ同率でWとが見られた。オオフタホンマ

グソコガネでも、薬剤投与が育児塊数に与える影響は見

られなく、幼虫の発育阻害は薬剤投与 3日後までの糞を

餌とした場合に詰め られた。
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